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If you are unable to see this message, click the URL below. 
https://psych.or.jp/wp-content/uploads/2023/11/JPA2023-060.pdf 
 
 
公益社団法人日本心理学会 会員 各位 
 
-------------------------------------------------- 
※このメールは JPASSのメール配信システムを使用し， 
送信専用のメールアドレス（ jpa＠jpass.online ）から配信しています。 
本メールに関するお問い合わせは，日本心理学会代表アドレス 
<jpa@psych.or.jp> までお送りください。 
 
◆------------------------------------------------------------------◆ 
日本看護科学学会・日本心理学会共同企画シンポジウム 
(第 43回日本看護科学学会学術集会) 
「個体内比較によるケアエビデンスの創出：シングルケースデザインの挑戦」 
https://www.jans43.org/index.html 
◆------------------------------------------------------------------◆ 
 
このたび日本看護科学学会と日本心理学会の共同企画により，標記のような 
シンポジウムを開催することになりました。 
第 43回日本看護科学学会学術集会内での開催となります。参加に際しては所定 
の参加費がかかります。 
なお本学会員に対しては，後日無料のオンデマンド配信が行われる予定です。 
 
 
-------------- 
日本看護科学学会・日本心理学会共同企画シンポジウム 
「個体内比較によるケアエビデンスの創出：シングルケースデザインの挑戦」 
 
・日時 
2023年 12月 10日（日）14:40-16:10 
（第 43回日本看護科学学会学術集会 第 2日目） 
 
・場所 
下関海峡メッセ 展示見本市会場 東（山口県下関市） 
 
・企画者 
鎌倉やよい（日本赤十字豊田看護大学）・増田真也（慶應義塾大学）・仲上豪二郎・ 
池田真理・丹野義彦（東京大学） 
 
・演者 
石井拓（和歌山県立医科大学）・藤巻峻（早稲田大学）・渡邉直美（愛知県立大学） 
 
・概要 
ランダム化比較試験(RCT)では，多数の参加者を介入群と対照群にランダムに 
割り当てて比較することで，独立変数と従属変数の間の因果関係を明らかに 
しようとする。しかしながら，個体に生じる結果は集団データから得られた平 
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均値と必ずしも一致しないし，個体の変容の過程は平均値では追えないという 
問題がある。一方，本シンポジウムで取り上げるシングルケースデザイン(SCD) 
では，個体を対象として，繰り返し測定することで，独立変数の効果を捉えよう 
とする。SCDはケーススタディと混同されることがあるが，RCTと同様の，しか 
し異なる発想と手続きからなる実験法なのである。 
 
SCDの特徴は，独立変数による影響の個人差を積極的に探究する点にある。その 
ため，対象の個人差が大きく，また個別対応を必要とするような医療，福祉の 
文脈で活用することができる。また参加者が 1人であっても成立する研究法で 
あると同時に，個人に合わせて介入方法などを調整できるという柔軟な手法で 
あるため，看護ケアの実践に直結したエビデンスを得る上でも優れている。しか 
しながら，看護学領域において SCDが広く普及しているとは言えない。 
 
そこで本シンポジウムでは，3 人の演者による SCD についての話題提供を行う。 
まず，SCDについての基本的な考え方と，看護学における適用可能性，注意点に 
ついて石井拓先生（和歌山県立医科大学）から「シングルケース実験デザインの 
考え方」についてお話いただき，SCDを用いる際の基本について学ぶ。 
 
次に，藤巻峻先生（早稲田大学）から「シングルケースデータの評価方法」と 
して，データをどのように分析し，結果を示すのかについてお話いただく。SCD 
で得られたデータについては，伝統的に視覚的な判断がなされてきた。しかしな 
がら近年，様々な統計分析法が提案され，統計解析ソフト Rでもパッケージが 
開発されていることから，これらについて説明していただく。 
 
最後に，SCDを用いた具体的な研究として，渡邉直美先生（愛知県立大学）から， 
「喉頭摘出者の食道発声における構音訓練の構築～シングルケースデザインに 
よる効果の検証～」についてお話いただく。食道発声による「ア行」の発声には 
ABデザイン，５０音の発声には難易度によって３郡に分けた発声行動間多層 
ベースラインデザインを用いて，最大 15点となる従属変数の変化から，独立変 
数としての介入条件の効果が検証されている。 
 
本シンポジウムでは，以上のような話題提供を通じて，看護学領域への SCDへ 
の関心を喚起すると同時に，「個に寄り添う」実践の科学の発展のための討議を 
していきたい。 
なお本シンポジウムは，日本看護科学学会・日本心理学会合同シンポジウムとし 
て開催される。 
 
大会 HP：第 43回日本看護科学学会学術集会( jans43.org ) 
https://www.jans43.org/index.html 
 
 
※大会参加に際しては所定の参加費がかかりますが，日本心理学会会員に対し 
ては，後日無料のオンデマンド配信があります。 
 
◆------------------------------------------------------------------◆ 
■「日中韓三カ国シンポジウム 2024」シンポジスト募集（締切 2024/1/21） 
https://psych.or.jp/about/international/2024_tri_national_sympo/ 
 
■アピアランス＜問題＞への心理社会的支援のための研修会（12/16） 
https://psych-ws20231216.peatix.com/ 

https://www.jans43.org/index.html
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■高校生のための心理学講座（対面） 
https://psych.or.jp/event/sympo2023_highschool/ 
 
■認定心理士の会 行事 
（公開行事）  https://psych.or.jp/authorization/ninteinokaievent/ 
（新刊連動講座）https://psych.or.jp/authorization/ninteinokai-book/ 
 
■日本心理学会「留学生ネットワーク」へのお誘い 
https://psych.or.jp/about/international/inter_network/ 
 
■「日本心理学会ジェンダーTips ML（jpa-gender_net）」へのお誘い 
https://psych.or.jp/jpamember/jpa-gender_net 
 
■新型コロナウイルス（COVID-19）に関する特設ページ 
https://psych.or.jp/special/covid19/ 
 
■メール配信バックナンバー 
https://psych.or.jp/jpamember/mm/ 
 
■配信先メールアドレスの変更や配信中止，学会登録情報の変更 
（連絡先，所属機関，学歴等）は，JPASS https://jpass.online/ から登録， 
またはメール（ jpakaiin@psych.or.jp ）でお知らせください。 
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